（別紙１）


	学 術 指 導 の 方 法

１　業務の概要

本学術指導は、学術指導契約書第２条に基づくものとする。

２　学術指導の内容

例：○○○○○○○○○○○○○○○の監修

例：○○○○○○○○○○○○○○○の調査、評価、分析及び措置に対する助言
例：○○○○○○○○○○○○○○○の改訂等の措置に対する助言

例：○○○○○○○○○○○○○○○に関する医学的教育、指導

３　実施計画

（具体的な業務量のわかる内容及び担当者等を記載）

例：契約期間内において助言等を要する場合、甲の担当者が指定する場所において、乙の担当者が学術的指導を受ける。

例：乙の担当者からの依頼に基づき、甲の担当者が所属内において必要作業を実施する。

（成果物を要する場合）

４　成果物及び納品

例：○○○○○○○○○○○○○○○に関する計画書案

例：○○○○○○○○○○○○○○○に関する結果報告書

納期：平成○○年○○月○○日

５　納品先

　　○○○○○○○○○○○○○○○に対し、○○○により提出する。

　　併せて、業務完了報告として、実施時間及び実施内容を報告するものとする。




